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三浦半島の活断層見学

岡重文1)

1.はじめに

1995年1月17目に淡路島と神戸の市街を襲った

地震は,市街地直下の活断層が動いた｢直下型地震｣

のために大きな被害が起きました.

この阪神大震災以後｢活断層｣についての解説が,

毎日のようにテレビ･新聞等で報道されましたの

で,｢活断層｣についての関心が急に高くなりまし

た.

神奈川県の三浦半島には,従来から多くの活断層

が知られているので,地元の住民が専門家の指導の

もとでr活断層調べ｣を始めるとの報道までなされ

ています.

私は以前に｢三浦半島の活断層調査｣に参加して

いたので,その頃の資料により

｢三浦半島南部の活断層と第四紀地質｣について

以下に記します.

2.活断層の判定

三浦半島には多くの活断層があり,これらのr活

断層｣は全て東西方向に延びていて,北から衣笠(き

ぬがさ)･北武(きたたげ)･武山(たげやま)･南下

浦(みなみしたうら)および引橋(ひきはし)断層など

が,知られています(第1図).

それでは,これらの｢活断層｣はどのようにして

探しそして決めるのでしょうか.

(!)地形図や航空写真から,直線状に見られる地形

等を調べて地形図に記載し,その付近の現地調査

で地形や地質を調べて決める.

(2)現地調査で断層に隙間があったり,隙間に粘土

が挟まれていたり,断層に沿って湧水があった

り,山の斜面が崩れていたり新しい地層が切られ

ていること等で決める.

(3)第四紀層カミ堆積していた時代(約180万年前か

ら現在まで)のうち,100万年くらい前から現在

まで,活動していたと考えられる断層.

(4)歴史に記録されている断層や,今度の阪神大震

災のように,地震の時に動いた記録のある断層.

(5)ボｰリング調査,断層を挟んでピットを掘る一

物理探査で断層の位置を探す(これらの調査は多

額の費用が必要なので,調査する管所が限定され

る).

3.断層の記載

航空写真判読や現地調査で使用する地形図は,そ

れぞれの地域で異なりますが,縮尺2.5万一1万分の

1くらいの地図で作業が行われます.
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第1図三浦半島の活断層(金子,1969を簡略化)

1)元所員:〒247鎌倉市会←12-11

キｰワｰド:活断層,三浦半島,引橋断層,北武断層,武山断

層,南下浦断層
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第3図

引橋断層の断層変位地形

(Kaneko,1968による)
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第4図初声層を切る“引橋断層''(小ま,1980).

1.初声層2.宮田層3.

東京大学出版会から発売されたr日本の活断層｣

は縮尺20万分の1たので,三浦の活断層は,それ

ぞれ1-2本の断層線で描かれています(第1図と同

じ程度).

航空写真判読で三浦半島の断層変位地形を調査し

た図カミ第2図です(三浦半島の北部).

この断層変位地形図は,すべての断層については

現地で確認していないので,問題はあると思います

(一部の断層変位地形に付いて現地調査をした時に,

疑問の断層線がみられました).

第1図と第2図を比較されると,断層線の状態

があまりにも異たるので驚かれたと思いますが,地

和声層中の勢断面集中帯4.

鍵層

図の縮尺により詳細には表現できないので,学会誌

等でも第1図のように簡略化されて描かれる例が

多いのです.

なお第2図の活断層には断層の傾斜とずれの方

向まで記載されています.

4.調査方法の違い

断層変位地形の調査は,航空写真判読により地形

から調べる調査と,現地を歩いて地質を調べる調査

方法とがあります.

半島南都の引橋断層(第1図参照)は1968年に公
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第6図北武断層による北武付近の変位地形(安藤,1972)

表された写真判読による｢断層変位地形｣(第3図)

と,1980年に公表された地質調査による｢引橋断

層｣(第4図)があります.

調査の手法によって,異たる断層線が引かれてい

ますが,現地調査で断層が確認できないときには,

別な方法で断層を確認することができます.

正確な位置を確認するのには,前述のボｰリング

やピットを掘る事により断層を確認できます.

5.北武断層

横須賀市の西北端にある長老ケ崎(相模湾側)か

ら,東京湾側の国立久里浜病院までほぼ東西方向に

連なっている,長さ約12kmの活断層です(第1,

2図参照).

この活断層は,第5,6図で明らかなように,活

断層線上で南に向かっていた谷筋が西に急変し,再

び南に向かって流れています.

1996年2月号

多くの川が直線状に大きく変形している地形か

ら,断層変位地形と判定されています.

また,断層沿いの凹地や宅造地では,湧き水が見

られます(活断層が地形によく現れている例).

新聞報道(朝目新聞,1995.3.6)によると

｢横須賀市の中学校の校舎とグランドを,この北

武断層が横切っていて,校舎を造ってから18年に

なるが,校舎の1階から4階まで続く壁に2本の

ひび割れがある｣

｢グランドのコンクｰトの壁が,年六グランド側

にせり出している｣最後に専門家の話として,

r活断層付近は地盤が粘土化し,地滑りが起きや

すくなることがある｣と報道されています.

校舎のひび割れや,グランドの壁のせり出しは,

活断層とは無関係で,宅地造成時の地盤調査とその

対策が完全でなかった事によると考えられます.こ

の北武断層の変動を調べるために,地質調査所では

1970年から5年間r微少地殻変動の観測｣を行っ�
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第7図小原台軽石層の等高度曲線図(岡ほか,1974に一部加筆)

てし･ました.

変動観測地点は,京浜急行野比駅北西1.2km(野

比川右岸側)の四ツ田で,予想される断層を挟んで

4カ所の観測点を作り,0.1mmの変動でも観測で

きる程の正確さではかったが,変動量は観測できな

カ･った.

｢活断層は地震の時に動き,それ以降1-2ヵ月の

問は逆の動きをするが,それ以降は動かない｣と考

えるのが常識ではないでしょうか.

北武断層沿いには湧水が多く,今から20年以前

に野比駅北方の宅地造成地で断層線上に,多量の湧

水がみられた･これらの湧水の処理を誤ると,活断

層とは無関係に建造物に被害が起きるのは当然なの

です.

なお,当時の地表調査では,北武断層を直接確認

することはできませんでした.

地元の古老の話では

｢関東大震災の時に,北武断層沿いの畑や水田に

は多くの割れ目が入った｣と話されていました.な

お,衣笠断層は調べていないので省略します.

6.武山断層

横須賀市西部の秋谷(相模湾側)から陸上自衛隊の

武山駐屯地の北側を通り,津久井(東京湾側)にかけ

て(約8km),北西から南東方向に延びています(第

1,2図参照).

この断層沿いの地質調査では,地層の走行･傾斜

は測定できたが,断層を直接観測できた箇所は,ほ

とんどありませんでした.多くの地点で断層と判断

したのは,地形調査の資料と,地層の走行･傾斜を

測定して,間接的に断層を予想したのです.

武山断層の北側には,葉山層群(今から2千万年

以上前に堆積)と呼ばれている地層がみられますが,

断層の南側一帯には宮田層(約50万一8万年前に堆

積)と呼ばれる地層が堆積しています.

武山断層沿いの南側には,約8万年前に海岸沿

いに堆積した砂れき層があり,この砂れき層のすぐ

上位に堆積している軽石層の高さが,旧汀線(旧海

岸線)沿いで約30m近く変形しています(第7図).

この変形は,約8万年の間に,武山断層が活動

(水平･垂直運動)するたびに,繰り返された変形量

の総和と考えられます.

このように,活断層の存在と活動が明らかではな

くても,地層の変形により間接的に活断層の存在と

活動を予想する事ができます(第7図の活断層線は

地質調査の資料を加えた).

関東大震災直後の調査によると

武山断層の東京湾側にある下浦断層(第8図)が

活動し,長さ1.0km,落差O.3-1.5m(南落ち)で水

平移動は僅かであった.

断層の北側にある荘厳寺が倒壊し,荘厳寺付近に

地質ニュｰス498号�
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第8図三浦半島下浦断層(震災豫防調査会･1925)
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第9図

南下浦断層平面図(垣見,1971を簡略化)

位置図

は数条の亀裂が発生していた.(横須賀市津久井字

境から西方の安戸付近まで).

この断層は,北武断層の南側にある副断層(主断

層に平行状に延びている長さの短い断層)と考えら

れていたが,北武断層の主断層との報告もある.

この断層が,関東大震災の時に三浦半島で動いた

唯一の活断層として報告されています.

7.南下浦断層

三浦市下宮田(相模湾側)から同市南下浦町(東京

湾側)にかけて(長さ約4km)ほぼ東西方向に延びて

います(第9図と第1図参照).

この断層は,東京湾を横切り房総半島'まで延びて

いるとも考えられています.

この断層では,約500万年前に堆積した地層(初

1996年2月号

声層)と約40万一6万年前に堆積した地層がそれぞれ

断層で切られ,断層粘土がみられます.

この活断層の崖は東京湾側にあります(第9図).

道順は京浜急行三浦海岸駅前から,京急バスで剣

崎方面行きに乗り,4つめのバス停｢筒抜｣(駅か

ら約2km)でバスを降り,県道をそのまま50mく

らい行くと右側に坂道があります.その道を挟んで

右側に南下浦小学校,左側に南下浦中学校がありま

す.

この右に曲がる道の入り口に,県道と平行に台地

に登る別た細い坂道がありますので,この坂道を

50mくらい行くと右側に小さな崖が見えます･

この崖が南下浦断層を観察できる崖です(第9図

の1の地点).

Loc.1.第10図はこの崖のスケッチです.�
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第10図

南下浦断層の露頭1(垣見,1971を簡略化)

崖の左側(南側)には,約500万年くらい前の海底

に堆積した砂泥互層の地層(三浦層群初声層)が,北

から南(右から左)に約70傾斜しています.

崖の右側(北側)には,約40万年くらい以降に堆

積した砂層(相模層群宮田層)が僅かに左(南)に傾斜

して堆積しています.

これらの地層の境に割れ目が見え,この割れ目が

南下浦断層です.断層は約70｡(上都で35｡)で南に傾

斜し,断層粘土(断層が動いたときに岩の摩擦でで

きる粘土)が挟まれています.

この断層の左側の古い地層が,右側の新しい地層

の上に覆いかぶさっているように見えます.

こ牡は南側の地層がずり上がっているからだの

で,このような断層運動をr逆断層｣と呼んでいま

す(断層の傾斜している側の地層がずり落ちている

形を,正断層と呼んでいます)1

崖の上の方に三崎砂れき層(約6万年前に海底に

堆積)と呼ばれている砂混じりの角れき層(厚さ20

Cmくらい)があり,その上に関東ロｰム層(ここで

は,約6万年前に箱根･古富士火山から噴火した

火山灰で,新期ロｰム層)がみられます.

この三崎砂れき層や関東ロｰム層も断層で切られ

ていますが,崖の最上部にあるロｰム層の中に｢割

れ目の入ったロｰム層｣があります(赤土が崩れて

見えにくい).

この割れ目の入ったロｰム層の上方を立川ロｰム

層と浮んでいて,約3万年くらい前に箱根･古富

士火山が噴火した時の火山灰が堆積しています｡

Loc.2.三浦市学校給食センタｰの崖

Loc.1の崖から,いま来た道を県道まで戻り,

小学校と中学校の間の坂道を20mくらい行くと,

右側に小学校の門が見えます(第9図参照).

校門から小学校の校庭を見ると,校庭沿いに崖が

続いていて,地層がよく観察できます.

校庭の崖は,凝灰質の灰白色の砂岩で,右から左

に緩く傾いているのが見えます.

この地層は,Loc.1の崖でみた三浦層群の初声

層ですが,Loc.1の崖でみた初声層とは,地層の

色と優斜がだいぶ違います.

小学校の正門から少し坂道を行くと,中学校の正

門が見え,その右側に三浦市学校給食センタｰの建

物が見えます.この建物の裏に第9図のLoc.2の

崖があり,この崖のスケッチが第11図です.この

崖は給食センタｰの敷地内ですから,給食センタｰ

の了解を得てから見学して下さい.

この崖の右側には,褐色で大変細かい砂が,ほと

んど水平に近い形で堆積していますが,この砂層は

第10図で見た相模層群の宮田層です.

崖の左側には,第10図の崖でみた三浦層群の初

声層が北から前こ約70傾斜しています.この初声

層と宮田層の境に｢活断層｣があります.

ここのr活断層｣も,左側の古い地層カミ右側の新

しい地層を,覆いかぶさるようになっているので

｢逆断層｣になります.

先ほど遠くからみた小学校の校庭での初声層は,

今見ている宮田層の下の方にありますが,この｢活

断層｣を挟んで同じ初声層の地層の傾きが大きく異

たっているのに気がついたと思います.

広い地域で地層の傾斜を測っていると,同じ地層

なのに,急に地層の便斜が大きく変わり,時には,

同じ地層が逆の傾斜になることもあります.このよ

うなときには,断層を予想して近くの崖を詳細に調

べます.

地質ニュｰス498号�
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第11図南下浦断層の露頭2

8.南下浦断層の調査

南下浦断層は従来,地形と地質調査により｢活断

層｣として知られていましたが,いつ頃とのように

動いたのかは,良くわかりませんでした.

地質調査所では,今から25年前(1970年)に,南

下浦断層を調べるのに,相模湾近くの三浦市下宮田

黒崎で,ボｰリング調査をし,さらに断層が通ると

予想される崖を削りました(第9図のLoc3･4･5

の地点).

第12図は,断層の調査をしたときの,南下浦断

層の横断面図です(位置は第9図参照).

南下浦断層を調べるために,10数本(深さ約10

m)のコアボｰリングを実施して地層と断層の関係

を明らかにしました.

第12図の断面線(3)では,断層の位置が良くわか

りませんが,断面線(4)では,No.3のボｰリング

地点が偶然に断層の真上(ここでは,北側が落ちる

正断層)に当たりました(武蔵野ロｰム層のr東京軽

石層｣は,約5万年前に箱根火山から噴出した軽

石です).

第13図は,相模湾近くの地表を掘って,南下浦

断層(北側が落ちる正断層)を見づけた崖のスケッチ

です(場所は,第9図の5の地点).

第13図を見ると,今から約5万年前と約4.5万年

前に箱根火山から噴出した時の軽石(東京軽石層

･S･P軽石)と,約3万年前に降った火山灰(クラ

ック帯)が識別できます.

この軽石や火山灰が,断層により切られていてそ

の落差が130cm以上と約80cmあるので,この崖

から次のことが考えられます.

1996年2月号

①地震断層は,地震の時に動いた移動量が,次の

地震までに約8割から4割くらいまで戻ると

いわれています.

②この断層は,約4万5千年くらい前の軽石層

(U･P軽石)の落差が130c皿.約3万年前の

火山灰の落差が約80cmなので,少なくとも,

5万年前から繰り返し動いていた事になります

(断面線4で約5万年前の軽石層が確認されて

いる).

③最近,直下型の活断層は,1千年に1回くらい

動くとの考え方がありますので,その考え方で

計算すると,3万年で80cmの変動は,1千年

では,

80cm÷30回=2.7cm

地震での変位は,その後8割から4割くらい

戻るといわれるので,1回の地震での変動量

は,

㈮�混�㈭�������

(1回の地震での変動量)

となります.

1回の地震での垂直変動量が計算されました

が,実際に動いた記録がありませんので,真偽

の程はわかりません.

第14図は,南下浦断層付近の地層カざ堆積してか

ら,断層運動により地層が変化していく様子の模式

断面図です.第14図の左側が,東京湾側(東側)の

南北断面で,右側が相模湾側(西側)の南北断面で

す､

(1)南下浦断層の東京湾側(東側)

①約50万年くらい前に宮田層が海底に堆積し

始めたときには,すでに南下浦断層が活動して

いたのか,活動していなかったのかはわからな

し･.

②その後r逆断層運動｣により,南側が高くな

る.

③地表での侵食により,地表が平坦になり宮田

層が薄くなる.

④約7万年前の段丘堆積物(砂れき層)が堆積

するときには,断層の左側(南側)には,宮田層

はすでに侵食されてたくなっていた.

⑤砂れき層と,その上に堆積していたロｰム層

も｢逆断層｣により切られている.

(2)南下浦断層の相模湾側(西側)�
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第12図南下浦断層の断面図(相模湾側)(垣見,1971)

①約6万年前に堆積した砂れき層と,約5万

年前の噴火で降った軽石層と火山灰が堆積し

た.

②断層運動(正断層)により右側(北側)の地層が

ずり落ちる.

③その後,約3万年前には火山灰があまり降

らない時期があり,その時期を武蔵野ロｰム層

と立川ロｰム層の境にしてロｰム層を区分して

いる.

④その後,繰り返された断層運動により現在の

地層の状態と地形(台地の崖)ができた.

関東大震災では,南下浦断層は動いていません

し,三浦半島での他の活断層も一部を除いて動いて

いません.

関東大震災では,三浦半島の活断層は活動したか

ったのですが,断層沿いでは地割れが発生L,ある

程度の被害があったようです.

9.地震の記録

歴史地震を調べると,1183年に頼朝が鎌倉に幕

府を開いてからの,鎌倉での被害地震の記録があり

ます(理科年表による).
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南下浦断層の模式活動断面図.

1213年より1923年の大正大震災まで(710年間)の

間に鎌倉に大きな被害を与えた地震(M.6以上)は,

20回記載されています.これらの地震の中には,

三浦半島にある｢活断層の活動｣による地震も予想

されるとの考え方もありますが,活動の記録はあり

ません.

また,この710年間に,江戸(東京)を中心とした

被害地震(M.6以上)の回数は,56回に及んでいま

す(理科年表による).

1996年2月号

東京付近に住んでいる人は,平均11年に1回は

大きな地震に会っている計算にたっています(最近

は,東京付近での大きな地震はありません).

10.城ケ島でみられる断層

域ケ島の南西部(燈台の南側)の海岸は,堅い岩盤

からなる磯浜が広がっています.この磯浜は地層が

摺曲したり,断層がみられる等,地層見学のメッカ�
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にたっています.磯浜を歩くと白い軽石や黒い火山

砂が,たくさんの断層で切られているのがみられま

す.

この断層には隙間がなく,断層粘土もないので,

今から何100万年も前に動いた断層の痕なのです.

このような断層は今後とも動くことはないので,活

断層に対して｢死んだ断層｣と呼ぶことができます.

r活断層｣を見学してから,城ケ島のr死んだ断

層｣を見るとその違いが良くわかります.

11｡地震による地盤災害

阪神大震災で,直下型地震による地盤災害は,新

聞などで報道されましたが,1974年に起きた伊豆

半島沖地震でも,直下型地震により活断層が地表で

見られました.この地震では石廊崎断層が動き,家

の裏の岩盤が大きくずれましたカミ,断層の横の家は

倒壊しませんでした.

今回の阪神大震災でも,淡路島の断層上の塀は破

損していましたが,すぐ横の家は倒壊していま昔

ん.神戸市街では,活断層の上に限らず広い範囲に

倒壊家屋が見られます.な笹このような違いが起き

るのか,その違いは建物の下の地層が,軟らかいか

硬いかの違いたのです.

神戸市街の地層は,地層の中では一番新しく堆積

した沖積層という軟らかい地層で､淡路島で被害の

少ない地域や,伊豆半島の先端の地層は古い地層

で,沖積層より硬い地層や安定した地層なのです.

また,神戸市街では,沖積層の厚さによっても被

害の程度カミ違うようです.このように地盤災害は,

地質(地盤)の状態により異たりますので私の家は,

｢活断層に近いとか遠い｣という事だけでは,その

家付近の地盤災害を予想することはできません･

活断層は平均千年に一度動くかも知れないといわ

れていますが,三浦半島で活断層があると予想され

てる地域の地層は,大部分が岩盤が,洪積層と呼ば

れている地層で,一部を除き神戸市街のような埋め

立て地や厚い沖積層はありません.活断層付近にあ

る沢の中の水田地帯,沢の中の家屋,活断層地帯で

盛り土をした宅地造成地等は,これらの断層が動い

たときには,問題になるかと思います.

地震の時の振動は,沖積層とその他の地層とで

は,震度でr1｣違うといわれています.沖積層で

震度r4｣の時は,その他の地層では震度r3｣に

なります､

また,神戸での地盤災害では,沖積層の厚さによ

っても震度が違うようです.

プレｰト内部に発生する直下型地震に限らず,

rプレｰト型地震｣(プレｰト境界部の地震)の時で

も,沖積層とその他の地層の地域での地盤災害は異

なります.

それぞれの地域において,沖積層の分布状態,厚

さ,岩相等を調べて,地震の時の地盤災害の予想図

を作り,1目も早く地盤災害に対する対策を考え,

住民の不安に対処してほしいと思います.
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